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１．はじめに

　21年３月期から適用となった「会計上の見積

りの開示に関する会計基準」及び「会計方針の開

示、会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基

準」並びに監査上の主要な検討事項（Key Audit 

Matters、以下、KAM）の記載を含む新たな監査

報告書の適用は、財務数値の質が変貌し、変動リ

スクが高まった財務数値に対応するための画期的

な改正であり、投資家が待ち望んでいたことであ

る。

　上場会社が公表する財務数値は、2000年３月

期以降の会計ビッグバンといわれる会計基準等の

改正を機にその性質が大きく変貌した。会計ビッ

グバン以前は、単体決算を中心として、いわゆる

トライアングル体制（商法、証券取引法及び法人

税法）の下、取得原価主義に基づく測定がなされ、

見積りに依拠した会計処理は引当金等に限定され

ていた。そうした会計基準に基づき作成された財

務数値は、キャッシュの裏付けが強く、変動リス

クの低い財務数値、言い換えれば硬い財務数値で

あった。
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　注記事項における会計上の見積り等の開示と監査報告書のKAM（監査上の主要な検討事項）の適用は、投資
家が待ち望んでいた改正である。会計上の見積り等の開示によって、財務情報に内在する変動リスクを企業価値
評価に合理的に反映することが可能となり、またKAMと合わせて理解することで、ガバナンス評価にも活用す
ることができる。適用初年度の状況を踏まえると、全体として物足りない印象もあるが、感応度分析の開示など
好事例も散見された。それぞれの趣旨を踏まえ、記述が充実することを期待している。
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会計上の見積りの開示と企業評価での活用
─財務上の変動リスクの把握とガバナンス評価への活用─

「会計上の見積りの開示」をどのように活用するか


